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国立磐梯青少年交流の家 

お待ちしております！  
申し込み・お問い合わせ 

独立行政法人 国立青少年教育振興機構 

国立磐梯青少年交流の家 

〒969-3103 福島県耶麻郡猪苗代町字五輪原 7136-1 

TEL:0242-62-2530 FAX：0242-62-2532 
国立磐梯青少年交流の家 

https://bandai.niye.go.jp/ 

tel:0242-62-2530


令和４年度 所報「ばんだい No.５７号の発刊にあたり 

ご挨拶申し上げます。 

 令和４年度当初はコロナウイルス感染症の影響でキャン 

セルが相次ぎました。しかし、５月の連休も終わった頃か 

らキャンセルも少なくなり、本所にも少しずつですが活気が 

戻ってきました。  

 ６月上旬には感染症対策を十分に行ったうえで猪苗代フェス 

ティバルを実施いたしました。この日を待ち構えていたように、 

実に１,０００名を超える来場者があり、久しぶりに賑わいました。 

教育事業では、１３泊１４日の長期キャンプ「アクティブ・ジオキャンプ」や、

本県ならではの教育プログラムであり、６回のシリーズで行う「福島子ども未来

塾」は、一部日程の変更以外は予定通り実施することができました。 

  この他にも青少年の支援事業である「生活自立支援キャンプ」、青少年教育に

関するモデル事業の「地域探求プログラム」、社会の要請に応える体験活動の「開

墾クエスト」や「正月文化を楽しもう」、地域ぐるみ事業の「秋を満喫プチ登山」

等、多くの事業を予定通り実施することができました。   

   また、各種教育事業においてはほとんどの事業で定員を大幅に上回るご応

募をいただくなど、子供たちが体験活動の機会を求めていることをあらためて

確認しました。よりよい体験活動の提供に今後とも努めることが必要であると

考えております。 

令和４年度に実施しました事業等の報告をまとめたものが、所報「ばんだい」

No.５７号であります。皆様におかれましては、ぜひご一読いただき、ご意見や

ご批正をいただければ幸いです。 

  今後とも「笑顔、あいさつ、思いやり」をモットーに、所員一丸となって邁進

してまいりますので、関係者の皆様には引き続きとご理解ご支援を賜りますよ

うお願いいたします。 

 結びに、今年度ご利用いただきました皆様、ご支援をいただきました研修指導

員・体験活動指導員の皆様や法人ボランティアの皆様など、関係者のすべての

方々に衷心より御礼申し上げ、あいさつといたします。 

                          令和５年２月 

                            独立行政法人国立青少年教育振興機構 

                            国立磐梯青少年交流の家 所長 佐川 正人 

所長あいさつ 


